
＜事業者の概要＞
1. 所在地：岡山県津山市高尾573-1
2. 代表者：代表取締役社長 柴田 和正
3. 主な品目：ブドウ（シャインマスカット、オーロラブラック）
4. 主な輸出先国･地域：台湾、香港、その他
5. 事業概要：2008年日植ファーム設立。ブドウをはじめとした農産物の生産及

び仕入れ販売。標高430ｍの備中高原（真庭市北房）で、ブドウ約1.2ha栽
培。農場内に選果・梱包施設や低温貯蔵庫を設置。

⚫ 2014年 香港向けに種なしブドウ（シャインマスカット、オーロラブラック）の輸出を開始。香港・シンガポール向けに直接輸出を

行っていたが、販売先の廃業等により直接輸出は中断。現在は、卸売市場を経由した間接輸出が中心。

⚫ 2019年 香港・台湾で「NISSHOKU FARM」の商標権を取得。房ごとに表示し、ブランディングを構築。

⚫ 2020年 タイ向けに選果・梱包の適合施設認定を取得し、翌年（2021年）から試験的な直接輸出を開始。

⚫ 2023年 輸出の取組は軌道に乗っており、当面、現在の取組を継続し海外市場を確保。

○他産地ブドウとの差別化
→低温保管しても品質や食味が落ちない貯蔵技術を追求
し、出荷時期を他産地とずらすことで、供給量が減少
する品薄の時期の需要を取り込む。

○特徴あるブドウづくりの研究
→粒の大きいブドウが好まれる海外向けに、大粒でも大
味にならないブドウの栽培技術の研究を行う。

✓ 出荷時期の遅いブドウの輸出拡大を図るため、低温貯蔵庫の増設を行う。
✓ タイでの新規取引先の開拓、マレーシア等新たな国への輸出を目指す。
✓ 近隣の生産者との連携、更なる栽培技術の向上を図り、ブドウの輸出量を増加させることで、地域農業の発展に寄与する。

株式会社日本植生グループ本社 NISSHOKU FARM
「長期保存による付加価値の高いブドウを海外へ」 http://www.nisshoku-group.co.jp/nisshoku_farm/

【課題と対応方法】

【今後の事業展開】

【実績】

平成29年度
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中国四国農政局長賞

輸出先国（シンガポール）
でのブドウ売り場

低温貯蔵庫

【輸出の取組内容】

➢ 農場の特徴ある大粒ブドウを時期を
ずらして冬季に卸売市場に出荷した
ところ、海外からの引き合いが強
かった。

➢ 2014年に岡山大学の香港向け輸出
の実証実験に参画した際に、協力者
のインポーターからの引き合いがあ
り、それを契機に直接輸出を開始。

輸出量（t）

2021年 3.5

2022年 5.0

2023年 9.5

輸出国・地域割合（％）

2023年

台湾 50

香港 40

その他 10

【取組経緯】
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